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西
村

ム
口
了
教
授
自
撰
略
年
譜



自

撰

略

年

当金
ロ臼

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年

一
歳
（
数
え
年
）

一
月
二
十
五
日
東
京
に
生
ま
れ
る
。
祖
父
は
近
江
商
人
。
父
は
京
大
出
身
の
技
術
者
で
、
鉄
道
省
に
あ
っ
て
電
化
を
専
門
と
す
る
。
兄
・

姉
一
人
ず
つ
の
末
子
。
母
は
生
後
十
一
か
月
に
し
て
死
去
。
継
母
に
愛
さ
れ
て
育
つ
。
幼
時
病
弱
だ
っ
た
た
め
と
父
の
転
任
に
伴
っ
て
、

一
退
子
・
名
古
屋
・
魚
崎
（
現
神
戸
市
）
等
を
転
々
。
小
学
校
時
代
の
大
半
を
魚
崎
で
過
ご
し
、
こ
の
地
の
風
物
が
印
象
に
深
い
。

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年

十
二
歳
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東
京
に
転
居
。
翌
年
麻
布
中
学
校
に
入
学
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年

十
八
歳

慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
予
科
入
学
。
二
ク
ラ
ス
あ
っ
た
同
級
に
松
本
隆
信
・
遠
藤
周
作
・
三
雲
夏
生
等
が
、
隣
の
ク
ラ
ス
に
桑
原
三
郎
・

藤
井
昇
・
八
代
修
次
・
坂
本
幸
児
等
が
い
る
。
学
校
ら
し
い
生
活
は
半
年
ば
か
り
で
、
後
は
勤
労
動
員
に
明
け
暮
れ
、
翌
年
か
ら
は
目
立

製
機
の
工
場
に
通
う
。
時
に
工
員
の
慰
安
と
称
し
て
劇
を
上
演
な
ど
す
る
。

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年

二
十
歳

四
月
、
学
制
短
縮
に
よ
り
学
部
に
進
学
。
当
時
学
生
は
家
々
た
る
も
の
で
、
数
十
名
を
対
象
に
全
学
講
座
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
も
警
報

の
た
め
に
し
ば
し
ば
中
断
さ
れ
る
。
同
月
招
集
を
受
け
、
広
島
県
福
山
の
陸
軍
船
舶
兵
部
隊
に
一
兵
卒
と
し
て
入
隊
。
四
か
月
で
終
戦
と

な
り
、
九
月
復
員
。
疎
開
先
の
秋
田
県
小
坂
に
半
年
を
過
ご
し
、
雪
国
の
冬
を
初
め
て
体
験
す
る
。



昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年

二
十
一
歳

一
月
、
家
の
明
け
渡
し
を
求
め
て
上
京
。

初
め
て
折
口
信
夫
先
生
の
教
室
に
出
る
。

明
日
の
予
想
が
立
た
ぬ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
、
と
り
あ
え
ず
追
試
験
を
受
け
て
進
級
す
る
。
結
果
と
し
て
学
部
で
の
勉
学
は
二
年
間
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
玉
川
等
々
力
の
家

が
戻
っ
て
、
四
月
か
ら
学
業
に
復
す
る
。
折
口
先
生
の
新
古
今
集
そ
の
他
の
講
義
に
心
酔
。
そ
の
教
室
に
お
い
て
池
田
弥
三
郎
先
生
と
知

り
、
生
涯
思
顧
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
年
末
春
日
若
宮
の
御
祭
を
見
学
。
以
後
、
祭
杷
・
芸
能
の
採
訪
を
こ
と
と
す
る
。

昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年

二
十
二
歳

中
尾
達
郎
・
清
崎
敏
郎
と
と
も
に
烏
船
社
の
一
員
に
加
え
ら
れ
る
。
七
月
十
一
日
、
慶
応
義
塾
創
立
九
十
年
の
記
念
と
し
て
、
国
文
科
の

学
生
に
よ
っ
て
演
劇
を
上
演
。
演
し
物
は
折
口
信
夫
案
、
池
田
弥
三
郎
・
戸
板
康
二
作
並
び
に
演
出
の
「
九
十
年
」
で
、
主
役
の
福
沢
諭

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年

二
十
三
歳
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士
口
を
演
ず
る
。

一
月
、
新
野
の
雪
祭
、
山
内
の
花
祭
を
採
訪
、
感
銘
を
受
け
る
。
三
月
、
卒
業
。
卒
業
論
文
は
「
古
今
集
に
お
け
る
前
代
知
識
」
。
四
月
、

慶
応
義
塾
中
等
部
に
国
語
科
教
員
と
し
て
就
任
。
部
長
今
宮
新
先
生
。
池
田
弥
三
郎
先
生
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
若
手
教
員
の
熱
気
溢
れ
る

雰
囲
気
に
夢
中
の
数
年
を
送
る
。

こ
の
前
後
か
ら
十
年
ば
か
り
、
新
劇
に
傾
倒
、

主
だ
っ
た
舞
台
を
見
る
と
と
も
に
、

幾
編
か
の
戯
曲

お
よ
び
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ
マ
の
創
作
を
試
み
る
。

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年

二
十
四
歳

夏
休
み
に
清
崎
敏
郎
・
中
尾
達
郎
と
と
も
に
東
北
地
方
に
檎
山
舞
そ
の
他
の
採
集
を
行
う
。
以
後
数
年
、
東
北
地
方
あ
る
い
は
三
信
遠
の

国
境
地
方
に
赴
く
こ
と
が
多
い
。
二
年
遅
れ
て
中
等
部
に
就
職
し
た
仲
井
幸
二
郎
も
採
訪
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
。



昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年

二
十
六
歳

こ
の
年
度
、
女
子
高
校
講
師
を
兼
任
。

以
後
、

昭
和
二
十
七
・
二
十
九
・
三
十
一
年
度
に
も
講
師
を
兼
ね
る
。

九
月
、

池
田
先
生
が
文

学
部
に
移
り
、
中
等
部
を
去
ら
れ
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
教
員
と
し
て
の
自
己
の
立
場
な
ど
を
見
直
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の
夏
、
池
田

先
生
に
連
れ
ら
れ
て
秋
田
県
下
の
番
楽
・
獅
子
踊
等
を
採
集
、
採
集
法
そ
の
他
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年

二
十
八
歳

八
月
、
新
野
お
よ
び
近
辺
の
採
集
の
帰
途
、
池
田
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
箱
根
仙
石
原
の
叢
隠
居
に
折
口
信
夫
先
生
を
見
舞
う
。
最
後
の
対

面
と
な
る
。

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年

三
十
一
歳

夏
前
か
ら
体
調
の
不
調
を
覚
え
、
秋
に
な
っ
て
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
る
。
慶
応
病
院
に
入
院
、
半
年
の
入
院
生
活
の
後
、
自
宅
に
あ
っ
て

療
養
の
日
々
を
送
る
。
こ
の
間
、
刊
行
の
始
ま
っ
た
折
口
信
夫
全
集
の
全
論
文
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年

三
十
三
歳

四
月
、
教
壇
に
復
帰
。
な
お
、
要
注
意
と
宣
せ
ら
れ
て
、
学
級
担
任
を
持
た
ず
、
授
業
時
間
を
も
軽
減
し
て
も
ら
う
。
椅
子
に
横
向
き
に

か
け
た
よ
う
な
気
分
で
、
よ
う
や
く
学
問
に
心
を
傾
け
る
に
至
る
。
た
だ
、
中
等
部
生
の
読
書
指
導
と
視
聴
覚
教
育
、
服
装
問
題
に
は
力

を
注
ぐ
。

昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年

三
十
四
歳

七
月
、
病
後
に
書
い
た
「
歌
の
霊
験
」
が
折
口
博
士
記
念
会
紀
要
に
載
る
。

一
己
の
た
め
に
は
記
念
す
べ
き
論
文
。



昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年

三
十
七
歳

七
月
、
雑
誌
「
芸
能
」
に
「
い
ろ
ご
の
み
事
典
」
の
連
載
を
始
め
る
。
四
年
半
、
五
十
四
回
に
及
ぶ
。
こ
の
月
、
結
婚
。
晩
婚
で
、
二
子

を
な
す
が
、
後
破
婚
に
至
る
。

昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年

十
八
歳

言
語
文
化
研
究
所
研
究
員
を
兼
任
。

所
長
松
本
信
広
先
生
。

昭
和
五
十
六
年
ま
で
兼
任
を
続
け
、
「
日
本
古
代
生
活
の
研
究
」
を
主
題
と

し
て
、
多
く
の
恩
恵
を
受
け
る
。
こ
の
間
、
数
年
に
わ
た
り
、
池
田
先
生
に
日
本
紀
講
読
の
会
を
続
け
て
い
た
だ
く
。

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年

三
十
九
歳

久
し
く
中
止
し
て
い
た
研
究
の
た
め
の
旅
行
を
再
開
。
仲
井
幸
二
郎
・
竹
重
信
幸
・
吉
村
洪
等
中
等
部
の
国
語
科
の
同
僚
と
同
行
す
る
こ

昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年

四
十
四
歳

一一 lV 一一

と
が
多
い
。

春
と
夏
の
休
み
に
丹
後
の
採
訪
を
行
う
。
苦
心
し
て
「
古
代
丹
波
の
研
究
」
を
ま
と
め
る
。

昭
和
四
十
五
（
一
九
七

O
）年

四
十
五
歳

四
月
、
文
学
部
に
移
籍
。
専
任
講
師
。
久
し
ぶ
り
に
池
田
先
生
と
研
究
室
を
並
べ
る
こ
と
に
な
る
。
九
月
か
ら
折
口
信
夫
全
集
ノ

l
ト
編

の
刊
行
が
始
ま
る
。
古
今
集
・
源
氏
物
語
等
の
諸
巻
を
担
当
。

昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年

四
十
六
歳

四
月
、
助
教
授
と
な
る
。



昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年

四
十
七
歳

五
月
、
榊
原
民
江
と
再
婚
。
心
身
と
も
に
安
定
を
得
る
。

昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年

四
十
八
歳

十
月
、
折
口
信
夫
先
生
没
後
二
十
年
に
当
た
り
、
池
田
先
生
が
講
座
「
古
代
学
」
を
企
画
開
催
さ
れ
る
。

一
週
間
に
わ
た
る
そ
の
実
施
に

全
力
を
あ
げ
る
。
十
一
月
、
「
王
朝
恋
詞
の
研
究
」
に
よ
り
義
塾
賞
を
受
賞
。

昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年

四
十
九
歳

月
、
池
田
先
生
の
音
ω
図
を
受
け
て
、

「
国
文
学
研
究
会
報
」
の
刊
行
を
実
現
。

当
初
は
檎
谷
昭
彦
と
二
人
で
交
替
で
編
集
に
当
た
る
。

四
月
、
教
授
と
な
る
。

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年

五
十
歳
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十
一
月
、
万
葉
旅
行
の
途
次
、
龍
田
越
え
の
帰
途
激
し
い
腰
痛
が
起
こ
る
。
月
余
の
後
本
格
化
し
、
以
後
宿
病
と
な
る
。

昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年

五
十
二
歳

四
月
か
ら
一
年
間
の
研
究
休
暇
を
得
る
。
夏
、
出
雲
の
採
訪
を
、
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
は
前
後
四
十
余
日
に
わ
た
っ
て
奄
美
・

沖
縄
の
採
訪
を
行
う
。
こ
と
に
奄
美
・
沖
縄
の
の
ろ
信
仰
が
衰
滅
寸
前
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
採
集
の
急
務
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。

昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年

五
十
四
歳

七
月
、
池
田
弥
三
郎
著
作
集
の
刊
行
が
始
ま
る
。
前
年
か
ら
企
画
の
相
談
に
あ
ず
か
り
、
二
巻
の
編
集
を
担
当
す
る
。

昭
和
五
十
五
（
一
九
八

O
）年

五
十
五
歳

三
月
、
「
恋
の
文
学
形
成
の
研
究
」
に
よ
っ
て
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得
す
る
。
池
田
先
生
が
定
年
退
職
と
と
も
に
魚
津
に
赴
任
さ
れ
る
。



こ
の
年
か
ら
奄
美
・
沖
縄
の
信
仰
・
祭
加
を
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
共
同
研
究
を
始
め
る
。
五
年
に
わ
た
っ
て
毎
年
夏
休
み
に
調

査
旅
行
を
行
う
。
学
事
振
興
資
金
・
松
永
基
金
の
思
恵
を
被
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年

五
十
七
歳

四
月
、
上
京
さ
れ
た
池
田
先
生
と
対
面
、
そ
の
衰
弱
に
衝
撃
を
受
け
る
。
七
月
、
池
田
先
生
死
去
。
十
月
、
折
口
信
夫
先
生
没
後
三
十
年

を
記
念
す
る
講
座
「
古
代
学
」
を
五
日
間
に
わ
た
り
、
企
画
開
催
。

昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
五
十
九
歳

大
東
学
園
で
専
門
学
校
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
協
力
を
求
め
ら
れ
る
。
四
月
、
発
足
。
国
文
学
科
主
任
と
し
て
尽
力
す
る
が
、
短
大

創
立
の
約
束
が
う
や
む
や
に
な
っ
た
の
で
、
三
年
で
辞
す
る
。

十
一
月
、

『
折
口
名
葉
と
折
口
学
』
の
合
評
会
を
機
と
し
て
折
口
名
葉
解
説
を
ま
と
め
よ
う
と
い
う
気
運
が
起
こ
る
。

若
い
人
た
ち
と
企

一－ Vl -

昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年

六
十
歳

画
を
練
り
、
以
後
二
年
半
に
わ
た
り
こ
の
し
ご
と
に
没
頭
す
る
。

昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年

六
十
二
歳

折
口
信
夫
先
生
の
生
誕
百
年
の
記
念
行
事
が
各
方
面
で
行
わ
れ
る
。
十
月
、
国
文
学
研
究
会
主
催
の
講
演
会
と
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
実
施
。

「
た
ぶ
の
森
の
由
来
」
を
撰
文
、
建
碑
。

中
央
公
論
社
と
折
衝
、

折
口
信
夫
全
集
ノ
！
ト
編
の
追
補
五
巻
が
出
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
月

か
ら
刊
行
が
始
ま
る
。

昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年

六
十
三
歳

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年

七
月
、
大
修
館
書
店
か
ら
『
折
口
信
夫
事
典
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
十
一
月
、
勤
続
四
十
年
の
表
彰
を
受
け
る
。

三
月
、
選
択
定
年
制
に
よ
り
慶
応
義
塾
を
退
職
。

六
十
四
歳


